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シ

雛 1観
竃二置：

『
’

，． ，
1：：；島

　 曇 ： ： し 冫曇ヨ聖 く一｝　　　 屋 rP　1 冴

　 　 　 　 9　　　　　　　　’σ

≡壌 諮 1鯉箋
コ 釜怩 細 ぎ擁 1

う．廼tt　　’ひ ｝T’　9 ”遭 腎

　検査所見．表 5 の 如 く貧血は な く，好酸球数 の増多，

及び糞便中に は ⊥0〜20遯11視野 の エ オ ジ ン 細胞 が み ら

れ た ．皮膚テ ス ト　｝ijF，吸 入性 ， 食餌性 ア レ ル ゲ ン 数種類

を用 い Scratch 法 と行つ た 結果 ， 牛乳 ア レ ル ゲ ン に 強

陽性を呈 した．乂 Pra 臨 nitz 描 stner 試験で も 同様の

成績 を 得 患．

　経過．表 4の 如く7 ヵ 月の 後半．JL．　；；
，
調整粉乳製品を

一

切禁 じ，大 豆粉乳 と牛 乳 製品 を 除 く離 乳食り 投与 を指 示

した 所，約 10日 H 頃 よ ：），急 速 に 紅斑の 消遠化，小水泡，

落屑の 消失すろの が み られ，
．
と．隼重は図 1 の 如 く粟冉，

吉永値を上 まミ．巧 ，ユ 蕚i平均 MgO 増加 匙 示 した ．身長

も図 2 の 如 く最初ぽ 粟山，吉永値 に箆か 1こ Jkばな か っ た

ジ ，約 2 カ 月 後 に は 上 まわ る増 胡 を示 した ，Ka − p の 指

数杢18ほ 〜18．8を 示 した．大 豆鮪乳量は 120m …前縫で

他は 離乳食に よっ た．糞便は 酸性 を呈 し ， 黄色普通便で

排便回 数 は ユ〜 2回 1ユ 日 であ っ た．そ こ で Dess 司〕
の 法
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表 6　 Schedule　 fOr　Oral　 Desensitization　to

　 　 Milk

（by　S．C．　Dees ，　Pedi．　Clin．　N ．A −
，
　VQI．6− No．3）

Mi 】k5CC5

厂厂

5 〃

5 〃

5 〃

5 〃

5 〃

5 〃

5 〃

lW・… 　 驢 艦 ・…

1・・… 1
5vu ，t250

　tt125

〃

　60〃

　30 〃

　15 〃

　 7、5 〃

・〃 i

5CC5

〃

5 〃

5 〃

5u5

〃

5 〃

5 〃

5 〃

666666666

After　59　day 　gi▽e 　 5　c ，c ．　 of　 u 皿dilulffd　 milk 　 dai］y ，

（表 6 ）に よ り牛乳 の 経 口 的脱感作 と突施 した．其 の 後

3 ヵ 月を 経過 した が 牛 乳 を飲 ん でも齦 疹 の 再発 をみ て い

な い ．

　 以 ．ヒ 3症例 の乳 児 湿 疹，ま 1）皮膚 テ ス ト即 ち Scratch

法 及 び Prau ・n …t・ KUstne ・ 試験 （家族歴；
・C ア レ ル ギー

素囚 を 認め な い 又本人 も既 往歴 穎 ア レ ノレギー疾患 を 認 め

ず 皮 宵テ ス F も陰性 の 小児 り 皮窟を用い て 検査 した ．）

で隼乳 ア レ ル ゲ ン に強陽牲 を 呈 した事．即 ち Skin　 St
’
n −

siti・ing　antib ・d黝 認 め ら2、．，導 ． 2） 牛 乳及び牛乳 を

倉 ん だ食餌を 除去し ， 大 豆 扮乳 を使用 し湿疹の 軽快：台癒

が み られ ・ 調整粉乳投与 に よ る 誘発弐験で 増 悪 した ，
』
．

3）　血 中好酸球数の 増多 （5 ％〜15．5％ ）及び症劉 3に

於て は茣便中に エ オ ジ ン 顧泡 （ユ0〜20コ 11視野） が出

珮 こ戛 4）家族鬣 こア レ ル ・｝
一：一｝囚 ≧認 め た 事等に

よ も：牛 乳 ア ン ル ギ ー：こ よる atepic 　dermatitis と思われ

る，

　　　　　　　　　 考　　按

　 1938 年・HMP ，

は 巴幼｝巳湿疹 ⊃ ア レ ル ゲ ン と し て 宰乳

ガ 正要 な 役割を呈 す ζ亊 ＿始 め て 1轟k、．．た．米国 こ　こ

の 好 』 手乳 ア レ ル ケ  ・陽性 ，L児湿疹患児 ：：大豆 扮乳 辷 使

用 し 的 ∵ 責 ・彳季
1 ’

釐三 ∴，GIRTst・ 　 　 ： la

在 迄
1’

多 く島 り大fftL ：
・
よ多

・’广 粳 ざ 冫．：い そ，木ナi二；二
於 い て こ 最近大 ヴ乳

’
て試作 さ

1冖’
床三丸 験 さ ：：つ つ き る．

て   て 詫 掌
  副

詐 ，黒 饗
三・
，高井　

一
　一、、よ メく豆

r

廴t：

母乳スゴ牛乳 爭代濤 と   て 錠 　．ノ弓濫 財 報 2．ノて い

る ・又小牌 ；1” ：二大去 Lが ア レ ル ギーL ．『．上廴批 寮
・

羽

い し 　び 出来る と し ， 本關
三圄’
、増 壌

’

　 よ乳 尾 や 　：

大 豆 乳と使用 し 丕概 蕨 報 hHした ．い しtt＃ ．t ．£
が国 於い て ：諏 纏 斌 轂 ラ乳 を ， 冢轣 ．三r整扮乳

tL　lt去に　る 湿疹
丁
冫軽快脅癒 ， 誘発試験，　Scratch　Test，

Prausnitz　Kustner試験．辛」
’
り明 ら li・ ：こ 牛乳 ア レ ル ギ ー

に よ る と考 え ら 〜ド
「
乳児編疹紀 使用 し著効 を え た 嬢告は

私共の 探 した 範囲では 接 し得な ぶ っ iこ．

　　　　　　　　　 結 　 　語

　 1・ 牛乳 ア レ ル ギ ご ．拷 乳児湿疹 と思 ：）E
’
Lた 3 症例

，二大豆 総乳を投与 し，湿 疹 に 対 し極めて 宥効 な成績を得
た ．

　 2・ 体玉 ， 身長 の 増痴 は 比較的順謂で あ っ た ．

　3． 哺乳最及び哺乳経過に っ い て は ， 2例では比 較的

良好であ つ た が 1 例では 軽度 の 嫌惡 が み られ た ．

　4． 便性 は 酸性に な り軟く，排便 回 数も増加 した が 粘

液は みとめ られな か っ た．

　我 女 は 今後症例を増 して 行 くと共と ， こ の事と気道性

ア レ ル ギーと の 関係 に つ い て も追及 して行 き た い と思 つ

て い る，．一
方製作会祗 との 連繋 を密 に し ， よ り良 き製 品

の 年 ら れ る よ う努力 し た い と思 う、　　　　　　　　 ・

　稿 を 終 る　あ た り，御墾 篤 c る 御指 導 ，L 御 汝閲 を 賜 わ

つ た 国 分 義 rJ教 授 並 び に 塩 「ii浩政 博 士 に 諞 意 を 捧 げ る．

　尚本 面 文の 大要 は 曙 和 36年 ’茎 月第 133回 冂 本 小 児 科 学

会 東 京 地 方 会 に て ，
一

部 は 第 64回 EI本 小 児 科 学 会 総会 特

隣 講 演 に 加 え て 発 表 し た ．
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      Studies on  the  Intrayascular Antigen-Antibedy  Reaetien of  Thromboc:yte

         II. Histologieal Changes  of  Lung  and  Heart  in Active Anaphy]sxis

                                    Teruo  lrie 
'

            Dept. of  Pathology (Director: Prof. Yuji Hamamoto).  Dept. gf Pediatrtcs

               (Director: Prof, Minoru Tatsumi), Osaka Medlcal Cellege, Osaka

    An  expcriment  was  made  on  the intravascular antlgen-antibody  reaction  of  thrornbocytes.

    Rabbits "'ere  sensitized  gJith  normal  dog p]atelets and  the provocative injection wasadministered
into the marginal  ear  vein  with  dog platelets  Rabbits were  autopsied  from  twenty-four hours  to

two  weeks  after  tbe p:ovocative  injecti.on and  the histo!ogical changes  of  the  lung and  heart were

cxamined  pcriedically.

   The  results  were  as  follows:

   In the heart, the slight  hernorrhage, myocard  degeneration and  necrosis  were  reveated.

   In the lung. the pulmonary  vessels  revealed  cardipal  pathologlcal chapges  such  as marked  prol:,-
feration of  the  arteria1  endothelial  cells. the edema  beneath the endothelium,  periarterial  edema  and

numerous  thrombosis  in the capillaries  and  arterloles,  Ifi additiop.  megakaryecytes  were  found in the
alveolar  wal],

.

T

t.t..t

                             Abstract  of  Case  Report

               Succebsfull Use  of  Soybean  ]Iilk For  Infantite Eezema

                                 Takeshi  }rishirna

                    Dept. of  ped,, "kei univeristy school 6f pt{edicine,
                           (Chjef; Prof. Yoshiyuki  Kokubun)

                                  Junmb Murano

                    Dept, of  Ped., Clinie Natloma1 Sagamihara  Hospital,

                             (Chief: Dr. Hirornasa Shioda)

   Three infants with  atopie  dermatitis sensitive  to cow's  rnilk  were  treated with  soybean  milkL

This  soybean  milk  "'as  produced  in Japan for the first time in order  to treat  the patients with

allergic  disorders. The  diagriosis of  these three habies with  atopic  dermatitis were  inade  by the
aide  of  the  precise history, scratch  test, and  Prausnits-klistner test. When  the ¢ ow's  milk  and  the

foods containing  rnilk  were  ellminated,  the  skin  lesions of  al! three cases  cleared  up  ancl yice  versa,

   It may  be the first report  concerning  soybeait  milk  used  for the patient with  atopic  dermatitis.

sensitiye  to cow's  mSlk.

   This  soybean  milk  was  manufactured  by VVAKOD{). CO. L.T.D.

i

,te

1･!
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